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TRAINING「経済知⼒研修」とは

世の中の経済・ビジネス動向を敏感に察知し、情報をビジネスに活⽤するための⼒を養う⽇経オリジナル研修です。

先の読めない時代の必須スキルにも関わらず、習得機会がほとんどない情報収集の⼒を⽇経のプロが鍛えます

POINT 1 講師は“情報収集のプロ”⽇経のベテラン記者経験者

POINT 2 その時々の最新ニュースを⽤いて講義を進⾏

POINT 3 研修内容は、企業様の業界にあわせてカスタマイズ可能

経済知⼒研修を構成する６つのプログラム

情報感度講座01

「伝わるビジネス⽂章」講座04

⽇本経済を理解するための
10のモノサシ02 決算短信と経済ニュースから

読み解く企業の⼒03
「伝わるビジネス⽂章」講座04 ⽇経TEST

研修ドリル&解説講座05 お客様との「ビジネス雑談⼒」06
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POINT 4 情報の集め⽅、活⽤の仕⽅をワークで体験的に学べる



経済知⼒とは

ビジネス上必須な「知識」と知識を活⽤するための「考える⼒」
この２つを合わせたものが「経済知⼒」です。

5

得た情報を元に仮説を⽴て
未来のビジネスを考える

考える⼒

起こり得る未来から逆算して
ビジネスを思考できる

経済知⼒

⾃⾝の専⾨分野に限らず
幅広い情報にアンテナを張る

ビジネス・経済知識
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PERSPECTIVE「経済知⼒研修」で⾝に付く３つの視点

新⼈・若⼿社員の基礎⼒向上、中堅社員の成⻑促進など、どの層にも必要な３つの視点を養います

“業務をこなす”に留まらない、唯⼀無⼆の着眼点を持ち仕事を進める⼒を。

現在視点
だけではなく

未来視点

業務視点
だけではなく

事業視点

⾃社視点
だけではなく

お客様視点
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「昨年実績を踏襲した企画・
提案をしよう」

⾃⾝の経験に基づいた判断や
⽬の前の課題の対処を⾏う

現在視点

FU
TU

RE

「経済知⼒研修」で⾝に付く３つの視点

現在視点 未来視点
変化の激しい時代には、新しいチャンスや起こりうるリスクを常に想定してビジネスを⾏う必要があります。

「経済知⼒研修」では、⽇々世の中のニュースにアンテナを張り、トレンドを読み、未来を先読みする⼒を鍛えます。

PERSPECTIVE 01

だけではなく

6

「今後こんな世の中になるはずだから、
時代に即した新しい企画・

提案をしてみよう」

ビジネス情報を効果的に収集し、
トレンドを掴む⽅法

経済知⼒研修

未来の変化を先読みした
判断や提案ができる

未来視点
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「売り上げを上げるためには、
根本的なやり⽅を

変えるべきではないか」

⾃社の事業全体の状況に⽬を向け
新たな仕事を創出する

事業視点

「振られたタスクをすばやく
効率的にこなそう」

⾃⾝の業務を安定的に
回すことだけに意識が向く

業務視点

役職が上がるにつれ、⾃⾝の業務を安定的に回すことではなく、事業全体を捉えた思考と判断が求められます。
「経済知⼒研修」では、⾼い視座で事業を捉えるためのビジネス・経済の読み解き⽅を⾝につけます。

BU
SIN

ESS

「経済知⼒研修」で⾝に付く３つの視点

業務視点 事業視点
PERSPECTIVE 02

だけではなく

7

⾼い視座でビジネス・
経済を読み解く術

経済知⼒研修
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「この業界にはこんな課題があるから、
切り⼝で提案をしてみよう」

お客様視点

「この商品を導⼊するメリットは
これと、これ」

⾃社の商品はよく理解している

⾃社視点

CU
STO

M
ER

「経済知⼒研修」で⾝に付く３つの視点

⾃社視点
⾃社の商品理解にとどまらず、商品を購⼊するお客様を理解しなくては、新しい提案や発想は⽣まれません。

「経済知⼒研修」では、お客様を取り巻く環境を理解し、新たなニーズを発⾒するための情報収集⼒を養います。

お客様視点
PERSPECTIVE 03

だけではなく
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お客様をとりまく業界動向に
アンテナを張る習慣

経済知⼒研修

お客様の新しいニーズを発⾒できる
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ACHIEVEMENTS

導⼊企業例

⽇本経済新聞社の情報収集・活⽤のノウハウを、変化の時代に⽣きるビジネスパーソンへ

先の⾒えない時代、世の中の変化を捉えビジネスに活かせる⼒がビジネスの必須スキルの
１つとなっています。
そんな中で、145年にわたり世界の経済情報を取材・発信してきた⽇本経済新聞社の
ノウハウをもとに開発した研修が「経済知⼒研修」です。新⼊社員研修から役員研修まで、
年々ますます多くの企業様に導⼊いただいています。2017~2021年実施

「経済知⼒研修」の実績と信頼
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PROGRAMプログラムの詳細

⽇経TEST研修ドリル & 解説講座 

ビジネス・経済情報の理解度と思考⼒をテ
ストで測定し、⾃⾝の現状レベルと強み・
弱みの⾃覚を促します。

⽇本経済を理解するための
10のモノサシ

GDP、経常収⽀、株式時価総額、出⽣率な
ど⽇本経済をマクロな視点で捉えるための
経済指標を理解します。

情報感度講座

世の中のニュース・トレンドを効果的に収集
し、ビジネスに活⽤するための考え⽅を養い
ます。

決算短信と経済ニュースから
読み解く企業の⼒

「企業を⾒るときの基本情報」である決算
短信の読み⽅を学び、ミクロな視点でビジ
ネスを理解する⼒を養います。

詳細は12ページへ

お客様とのビジネス雑談⼒

得た情報を加⼯し、お客様への提案へとア
ウトプットするための⼒を⾝につけます。

伝わるビジネス⽂章講座

正しく・簡潔に・素早く⽂章を書き、社内、
取引先、お客様と的確なコミュニケーショ
ンを⾏う⼒を⾝につけます。

1 2 3

4 5 6

詳細は11ページへ 詳細は13ページへ

詳細は14ページへ 詳細は15ページへ 詳細は16ページへ
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PRO
G

RAM

⽇経TEST 研修ドリル&解説講座

⽇経テスト研修ドリル受験

経済知識や知識をビジネスで活かすための思考⼒を測定する50問の問題を解き、理解度を確認します。
その後、⽇本経済新聞社の記者経験者が問題の詳しい解説と問題の中にあらわれているビジネス、経済、社会の最新トレンドを講義します。

01.

1. ⽇経TESTの⽬的とその構造
2. 解答解説① ビジネス知識を増やす（問1〜30から数問）経済、

産業、企業の現状とトレンド
3. 解答解説② 考える⼒（知⼒）を伸ばす（問31〜50から数問）

知識を知恵に、知恵を活⽤する

解説講座02.

※ここに掲載しているプログラムの項⽬および時間配分は⼀般的な例です。時間内に適宜休憩が⼊ります。

01.

⾃分の経済知⼒を知る上で⼤変参考にな
りました。⽇経テストを受けることによ
り、経済ニュースや新聞に興味を持つこ
とが増えて⽇頃の⽣活態度や⾒解が変わ
りました。

（⾦融 中堅社員）
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プログラム例 受講者の声総時間:3時間

受講による期待効果
✅ ビジネス知識と、その知識を活⽤する⼒を測定し、客観的な「気づき」の場が得られる。
✅ 解説講座から、問題の答えとその背景だけではなく、最新の経済動向に関連付けて理解することができる。

※研修後のアンケートより
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1. 正しく情報を収集・分析する／メディアミックス
2. ニュースの背景と連続性を理解する

情報感度講座

情報のアンテナを⾼くしよう01.

1. ビジネスで使える新聞記者の思考法①
2.  複数の事実からキーワードを考える
3. トレンドに沿った企画・提案を考える

世の中の⼤きな流れ（トレンド）を読む02.

※ここに掲載しているプログラムの項⽬および時間配分は⼀般的な例です。時間内に適宜休憩が⼊ります。

プログラム例
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知る 考える総時間:4時間

1. ビジネスで使える新聞記者の思考法①
2.  複数の事実からキーワードを考える
3. トレンドに沿った企画・提案を考える

この先の変化を⾃分なりに予測する〜仮説構築⼒〜03.

演習 「ヒット商品に共通するキーワードは？」

「新聞記事のニュースをもとに、仮説を⽴ててみる」演習

PRO
G

RAM

02.

受講者の声

情報収集にとどまらず、その情報からト
レンドを読み、仮説を⽴てることの⼤切
さを改めて実感することが出来ました。
また、得たい情報の種類によってメディ
アを変えることも必要であることを学び
ました。

（サービス業 中堅社員）

世の中のニュース・トレンドを効果的に収集する新聞記者の情報収集術を伝授します。また、得た情報に共通するトレンドを⾒出し、
将来を予測し⾃分なりの仮説を⽴てるための思考法を⾝につけます。

※研修後のアンケートより©Nikkei

受講による期待効果
✅ ⾃分なりの“仮説” を⽴てて情報に接することで、物事や事象の先を読み、将来の変化を予測する癖が⾝につく。
✅ ニュースの背景の探り⽅や新聞を使った情報収集・分析⼿法が⾝につく。



1. できるビジネスパーソン、できないビジネスパーソン
2. 分岐点はビジネス雑談（時事＋経済ネタ）⼒にあった

お客様とのビジネス雑談⼒

ビジネス雑談とは

⽇々のニュース記事から情報を選び、お客様に役⽴つ話題や提案に加⼯するためのコツを伝授します。

01.

1つ1つの記事から話題を選ぶ 〜ネタの取り⼊れ⽅〜
複数の記事を読み⽐べて「話題」を「創る」
〜ネタに付加価値をつける〜
顧客に応じて話題を使い分
〜ネタを独⾃に分析する〜

新聞から情報を切り取り「話題」を創り上げる02.

※ここに掲載しているプログラムの項⽬および時間配分は⼀般的な例です。時間内に適宜休憩が⼊ります。

プログラム例

ビジネス上の雑談では、どのような話題
を選ぶと良いのか、という点から迷って
いたが、研修を受講し、話のネタの選び
⽅や切り出し⽅、雑談から信頼関係を築
くための⽅法について、具体的に学ぶこ
とができました。

受講者の声

（保険業 中堅社員）
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話す 伝える総時間:3時間〜

1. 顧客と会話のキャッチボールをしよう
2. 雑談は恋愛と同じかもしれない
3. 経営者とイノベーションを⽣み出そう

「ビジネス雑談⼒」を磨くためのポイント03.

演習

PRO
G

RAM

03.

初級編
中級編

上級編
経済雑談が勉強になりました。普通の雑
談で終わっていたので、⾦融の⼈間とし
てもっと膨らむお話が出来るといいなと
前から思っていましたが、参考になりま
した。

（保険業 コンサルタント職）

※研修後のアンケートより

©Nikkei

受講による期待効果
✅ 訪問先での会話に困らない「ビジネス雑談⼒」が⾼まる。
✅ 相⼿に有益となる情報の探し⽅、ニュースを会話の「ネタ」にするコツを学ぶ。
✅ 多くの情報の中から、お客様のためになる情報をキャッチし、⾃分の⾔葉で表現できるようになる。



1. GDP
2. 経済成⻑率
3. 1⼈当たりGDP
4. 経常収⽀

⽇本経済を理解するための10のモノサシ

⽇本経済を世界の中で位置付けよう

GDP、経常収⽀、株式時価総額、出⽣率など⽇本経済をマクロな視点で捉えるための経済指標を理解します。

01. 好転？悪化？景気の体温を感じよう02.

※ここに掲載しているプログラムの項⽬および時間配分は⼀般的な例です。時間内に適宜休憩が⼊ります。

プログラム例
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知る総時間:3時間〜

マーケット（市場）は⽣きものだ03.

⼩演習

PRO
G

RAM

04.

今回は特にマクロ経済の⾒⽅について、GDPや景気動向指数、⽇
銀短観などをおさえることが効率よく経済を理解できるということ
を知ることができ、⾮常に勉強になりました。

受講者の声

（保険業 中堅社員）

これまで市場の調査を⾏う際、ミクロな視点でしか捉えられてい
なかったと感じた。

（保険業 コンサルタント職）

5. ⽇銀短観
6. 景気動向指数

9. ⽣産年齢⼈⼝
10. 合計特殊出⽣率

待ったなし少⼦⾼齢化、そこにビジネスチャンスも04.

⼩演習

7. 株、円、⾦利、原油
8. 株式時価総額

※研修後のアンケートより©Nikkei

受講による期待効果
✅ 経済や社会、景気、マーケットの現状を数字で正しく理解し、新たな発想やビジネスチャンス拡⼤につなげることができる。
✅ ⽇本の経済的な現状と将来動向を学び、⾃⾝の仕事や会社、業界とを関連付けて考えられるようになる。



決算短信と経済ニュースから読み解く企業の⼒

決算短信って何だ？

「企業を⾒るときの基本情報」である決算短信の読み⽅を学び、ミクロな視点でビジネスを理解する⼒を養います。

01.

決算短信に出てくる⽤語を知る02.

※ここに掲載しているプログラムの項⽬および時間配分は⼀般的な例です。時間内に適宜休憩が⼊ります。

プログラム例

会計の学習を始めたばかりで、頭の中の
情報がまとまっていなかったのですが、
今回の講義によりつながり、また、アウ
トプットの時間あったことで⾃分でも
⾊々と⾒て判断していきたいという気持
ちが⾼まりました。

受講者の声

（⼈材派遣業 管理職）
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考える総時間:3時間〜

1. 今、話題の会社の決算短信を⾒てみよう
2. 「 産業天気図」で、業界の⼤きなトレンドを知る

経済ニュースから読み解く企業の財務状況03.

PRO
G

RAM

05.

決算短信から、各社のステージを読みと
く指標を知ることができた。今後の仕事
にも役⽴つ。なんとなく解っていた決算
書の読み⽅も、良くわかりました。

（⼈材派遣業 管理職）

1. 決算短信から何がわかるのか？
2. 決算短信から読む会社の成⻑のポイント
3. その会社の「成⻑ステージ」を⾒抜く

1. 貸借対照表（BS）と損益計算書（PL）
2.  利益とは？ 利益の種類を知っておく
3. キャッシュフローから何がわかるのか？

実際に決算短信を⾒て、経営分析しよう04. 演習
※研修後のアンケートより

©Nikkei

受講による期待効果
✅ ⾃社、取引先、ライバル会社の経営状況と課題が数字で理解でき、適切な課題解決、業務提案に結び付けられるようになる。
✅ ⼤規模なM&Aや資本業務提携など、経済・産業ニュースを本質から理解できるようになり、⾃社の業務改善につながる。



伝わるビジネス⽂章講座

ビジネス⽂章とは何か？

正しく・簡潔に・素早く⽂章を書き、社内、取引先、お客様と的確なコミュニケーションを⾏うためのルールとコツを、
“⽂章のプロ”である⽇経の記者経験者が伝授します。

01.

伝わる⽂章の技術 ビジネス⽂章のルールを学ぶ~ 知識を点検~02.

※ここに掲載しているプログラムの項⽬および時間配分は⼀般的な例です。
時間内に適宜休憩が⼊ります。

プログラム例

ビジネスメールの基礎を学び、今まで⽇々のメー
ル連絡などにかけていた時間を半分以下にするこ
とができました。正しいビジネスメール⽂章は⾃
信がなく、毎回調べて書いていました。
時間がかかる上に、⾃分の⾔葉ではないように感
じて気持ちのこもっていないテンプレートのまま
のような⽂章でした。今回学んだことで、必要な
ことばや敬語における⼝語との違いなどを理解し、
実践できるようになりました。

受講者の声

（建設業 新⼊社員）
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書く総時間:3時間

さまざまな⽂章に挑戦03.

PRO
G

RAM

06.

ビジネス⽂書を書く際、読み⼿に伝えるにはど
の順番で書くべきかという事が新聞記事のサン
プルを通してわかった。

（保険業 新⼊社員）

⽇ごろ⽬にする、様々なビジネス⽂章

まとめ04.

演習 「ビジネス⽂章にはどのようなものがあるか？」
“読み⼿”に伝わらない経験と原因
ビジネス⽂章の5つの「ルール」

「読み⼿ファースト」
簡潔な構成 〜⼀⽬読みと要点先述〜
正しいことば選び 〜読み直させないことばを選び、正しく伝える〜
具体的な事実 〜仕事に必要な情報を伝える〜
最後に点検・時間を守る

演習 「グループでベストプラクティスを共有する」

「伝わる⽂章」を書くために、明⽇から使えるチェックポイント

※研修後のアンケートより

©Nikkei

受講による期待効果
✅ ビジネス⽂章を書く上で⾝につけておくべきルールや技術の基礎を習得できる。
✅ 社内、取引先、お客様といった読み⼿を意識し、適切に書き分ける対応⼒が⾝につく。
✅ 具体的で論理的な内容を盛り込む習慣によって、情報収集の精度や説得⼒が磨かれる。



PROFILE講師プロフィール

1984年⽇本経済新聞社⼊社。東京本社編集局産業部、証券部、⾼知⽀局⻑、ベンチャー市場部次⻑、
⼤阪本社編集局経済部次⻑、熊本⽀局⻑、⽇経TEST編集⻑などを経て、2015年から現職。記者時代
は証券、⾦融、電機、⾃動⾞、コンピューター、化学、繊維、サービスなどの分野を担当。主な著
書：『ホンダ神話 は崩壊したか』『新化学』『⽇⽶摩擦ミクロの構造』『⽇経ＴＥＳＴ公式練習問

題集』（いずれも共著、⽇本経済新聞出版社刊）など。

⽇本経済新聞社 ⼈財・教育事業ユニット 主任研修・解説委員
岩⽥ 泰⽒

1989 年⽇本経済新聞社⼊社、⼤阪本社社会部に配属。東京本社産業部では住宅・建設・不動産、⾃
動⾞、⾷品グループで取材し、経営グループではコンプライアンスやESGなどを担当した。フラン
クフルト⽀局⻑、産業部編集委員、産業部次⻑、国際・アジア部次⻑、欧州総局編集部（ロンド
ン）次⻑、企業報道部シニア・エディターを経て、2018 年から現職。

⽇本経済新聞社 ⼈財・教育事業ユニット 研修・解説委員
後藤 未知夫⽒

1984年⽇本経済新聞社⼊社。⻄部⽀社（福岡市）報道部に配属。警察（事件）担当で新聞記者⽣活

をスタート。東京本社編集局産業部で半導体製造装置、電⼦部品、繊維、⾷品、機械業界などを担
当。ビジネス誌「⽇経アントロポス」副編集⻑として、経済・ビジネス知識やマーケット情報など
を幅広く取材・編集。東京本社編集局地⽅部次⻑、産業部次⻑、編集局⻑付企画委員などを経て、
現職。

⽇本経済新聞社 ⼈財・教育事業ユニット 研修・解説委員
平井 哲⽒
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1984年⽇本経済新聞社⼊社。東京本社編集局流通経済部、「⽇経トレンディ」編集部、流通経済部次
⻑、⼤阪経済部次⻑、会員制雑誌「⽇経消費マイニング」「⽇経消費ウォッチャー」編集⻑、松⼭⽀
局⻑、研修・解説委員を歴任。記者時代は⼩売業を中⼼とした産業ニュースのほか、消費トレンド、
世代別消費分析、企業のマーケティングなどを主に担当。現在は⽇経メディアプロモーション所属。

⽇経メディアプロモーション プロデューサー
若林 宏⽒

1989年⽇本経済新聞社⼊社。東京⽂化部、東京地⽅部、札幌⽀社、中堅・ベンチャー企業部。東京
証券部、⽇経ＱＵＩＣＫニュース社、商品部、⽇経ヴェリタス編集部、⽇経電⼦版で記者やデスク
としてマーケットを担当。2004〜07年に赴任した⾹港⽀局では中国の⽞関⼝で政治・経済・⾦融を
取材。那覇⽀局⻑などを経て、現職。

⽇本経済新聞社 ⼈財・教育事業ユニット 研修・解説委員
佐藤 ⼀之⽒

1990年⽇本経済新聞社⼊社。政治部を振り出しに、流通経済部、産業部など企業取材を主に担当。
2004年6⽉「近鉄球団、オリックスに譲渡交渉」を特報。2019年から駒沢⼤学で講師として新聞を
教材にした授業を担当。ニュースの読み⽅、フェイクニュースの⾒分け⽅や作⽂指導を⾏う。2024
年から現職。

⽇本経済新聞社 ⼈財・教育事業ユニット ⽇経TEST副編集⻑
桂 裕徳⽒

⽇本経済新聞社 ⼈財・教育事業ユニット ヒューマンキャピタルラボ所⻑
⽊村 恭⼦⽒

読売新聞社や⽶ブルームバーグニュースなどで記者をしていた経験を⽣かし、政治や経済といった
ジャンルや、⽇本やアジア、欧⽶などのエリアを問わず、ニュースの「問題の本質」を深掘りするこ
とをモットーにしている。編集委員を経て、2024年から現職。上武⼤学客員教授（2007年4⽉〜09年
3⽉）、東海⼤学政治経済学部経済学科教授（19年4⽉〜20年3⽉）。現在は早稲⽥⼤学⼤学院および
上智⼤学、津⽥塾⼤学などで⾮常勤講師のほか、津⽥塾⼤学総合政策研究所客員研究員。



PRICE
LIST料⾦表

半⽇（4 時間まで）
基本講義料

資料代

※ 1回の研修参加者⼈数の上限を50名様までとし、50名様を超える場合は複数回
に分けての実施とさせていただきます。

※ 1回の研修を51名様以上で実施する場合、別途お⾒積り申し上げます。詳細は
担当営業へご相談ください。1⽇（8 時間まで）

400,000円
700,000円

3,500円／部
カラー刷りテキスト、
またはPDFデータ（オンラインライブ形式の場合）

プログラム共通

講師交通費・宿泊費 研修会場が⾸都圏以外の場合、東京からの交通費実費相当分と
宿泊費（当社規定の費⽤）のご負担をお願いします。

オンラインサポート費⽤ 60,000円／回

研修カスタマイズ費⽤ 200,000円〜 プログラムのカスタマイズに応じて、別途お⾒積り申し上げます。

⽇経TEST 研修ドリル& 解説講座のみ

基本講義料 200,000円／1.5時間 資料代 2,000円／部
2in1 両⾯モノクロコピーテキスト、
またはPDFデータ（オンラインライブ形式の場合）

ドリル受験料 6,000円／名 オンラインサポート費⽤ 60,000円／回
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PTIO

N

オプション

研修修了レポート添削
※ 研修を受講しての気づきや今後の業務への活⽤をテーマに、A4 1枚（600⽂字前後）

を書く場合の料⾦です。
特定のテーマや⽬的（例えば仮説構築を課す、⽂章⼒をチェックする、など）でレ
ポートを実施する場合は、課題開発費および評価費⽤を別途お⾒積り申し上げます。

7,000円〜
1枚あたり

「伝わるビジネス⽂章」講座
個別添削指導

「伝わるビジネス⽂章」講座の研修プログラムは個別添削指導が可能です。
研修終了後に指定課題についてA4・1枚〜2枚でレポートを執筆いただきます。
ご希望の場合は、別途詳細をご案内します。

⽇本経済新聞ベテラン記者、編集委員等
によるテーマ別専⾨講義 200,000円〜 プログラムのカスタマイズに応じて、別途お⾒積り申し上げます。
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APPLICATION
FLOW
お申し込みから
研修実施までの流れ
現地開催に加えてリモートで
も受講できるオンラインライブ形式も
実施可能です。

研修当⽇
＊研修終了後30⽇以内にご請求書を発⾏します。
＊アンケートを実施した場合には、研修の成果とともに営業担当者よりフィードバックします。

開催決定
研修実施のご意向が固まりましたら、営業担当にお知らせください。ご希望に
合わせて、講師の⽇程を調整して開催⽇を決定します。あわせて「法⼈研修実
施申込書」に必要事項をご記⼊いただき、営業担当者にお渡しください。

02.

ヒアリングとご提案
研修の⽬的や受講対象層、お客様のご要望などを営業担当者が伺い、最適なプ
ランをご提案します。お⾒積りのご⽤意も可能です。01.

ご契約 開催⽇が決定した上で、営業担当者より「研修申込受理書」をお渡しします。
この書⾯のお渡しを以てご契約の成⽴となります。03.

実施の準備 研修内容のお打合せや当⽇運営の確認などを⾏います。04.

20
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